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被覆攻撃の対象となる偶標数有限体上の楕円・超楕円曲線に対する
同種条件下の完全分類

A classification of elliptic and hyperelliptic curves over finite fields of

even characteristic subjected to the cover attack under the isogeny

condition
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1 あらまし
GHS攻撃の一般化である被覆攻撃とは,有限体 k :=

Fq (q : 素数のベキ乗)の d次拡大体 kd := Fqd上定義さ
れる楕円・超楕円曲線C0の離散対数問題を, k上定義され
る被覆曲線Cの離散対数問題に変換する攻撃手法である
. 近年,攻撃の対象となる奇標数拡大体上の種数 1, 2, 3超
楕円曲線暗号に用いられる曲線の完全分類が行われた.百
瀬らにより,偶標数拡大体 kd上の種数 1, 2, 3楕円・超楕
円曲線 C0に対して,同種条件 (g(C) = d · g(C0))下で曲
線の分類結果が発表されている [1]. 本論文では,百瀬ら
の結果を再検討し,分類表の検証と修正を行い,詳細な証
明を与えた.

2 被覆攻撃
kd/k上のフロベニウス自己同型写像をσkd/kとし, σkd/k

の位数 dの拡張σを考える.そのとき, kd(C0)/kd(x)のガ
ロア閉包Kは, K := kd(C0) ·kd(σC0) · · · kd(σ

d−1

C0)で
あり, σの固定体 K ′は, K ′ := {ζ ∈ K | σ(ζ) = ζ} ≃
k(C)となる. GHS攻撃とは, 偶標数拡大体上の楕円曲線
に対し, kd上 J(C0)の離散対数問題を k上 J(C)の離
散対数問題に変換して解く手法である. 現在この手法は,
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より一般的な曲線にも適用されており, 被覆攻撃として
一般化されている.

3 分類表抜粋
以下に被覆攻撃の対象となる偶標数拡大体 kd上の超
楕円曲線 C0に対する同種条件下での分類の一部を記す.

C0/kd : y2 + g(x)y = f(x), char(kd) = 2

deg g(x) = g(C0) + 1, deg f(x) = 2g(C0) + 2

(I) σg(x) = g(x), (II) σg(x) ̸= g(x)

ex) g(C0) = 3, d = 3, n = 2

(I) L(f(x)) = f(x) + σf(x) + σ2

f(x) = 0

(II)

g(x) = g1(x)(x+ αq)(x+ αq2), α ∈ k3\k
g1(x) ∈ k[x], deg g1(x) ≤ 2

L((x+ α)2f(x)) = 0 (∗1)

(II)
g(x) = (x+ αq)2(x+ αq2)2

α ∈ k3\k, L((x+ α)4f(x)) = 0 (∗2)

(∗1) L((x+α)2f(x)) = (x+α)2 f(x)+(x+αq)2 σf(x)+

(x+ αq2)2 σ2

f(x) = 0

(∗2) L((x+α)4f(x)) = (x+α)4 f(x)+(x+αq)4 σf(x)+

(x+ αq2)4 σ2

f(x) = 0
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